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はじめにはじめにはじめにはじめに 
 

2009年、国連環境計画管理理事会（UNEP GC）は、人間の健康と環境へのリスクを削減

するための水銀に関する国際的に法定拘束力のある文書を策定することを決定した（UNEP 
GC25/5)）。このUNEP GCは、水銀はその長距離の移動、残留性、生物蓄積性、及び有毒

性のために、世界の懸念ある物質であると述べた。その結論は、水銀は、人と野性生物に有

害影響を及ぼすレベルで世界中の魚に存在するとした2002年UNEP世界水銀アセスメントに

基づくものであった（UNEP 2002）。人間の毛髪中の水銀は、魚を食べることに原因する

らしいメチル水銀の体内汚染の信頼性ある推定を得るための指標として広く認められている

(Grandjean, Weihe et al. 1998); (Harada, Nakachi et al. 1999); (Knobeloch, Gliori et al. 
2007); (Myers, Davidson et al. 2000)。 
 
この報告書は、太平洋の二つの国、クック諸島と日本での人の水銀曝露に焦点を当ててい

る。両国は、非点源、又は世界的堆積に関連する場所として選ばれた。我々は、水銀の大気

排出及び又は水への放出、そしてそれらが海流により広く拡散されて生じる世界的堆積が、

これらの地域の人々の毛髪から追跡できるかどうか検証するために、魚を多く食する人の毛

髪中の水銀レベルを調べた。さらに、水銀条約ドラフトテキストがこれらの曝露経路からの

水銀に、どのように対応しているのかを我々は検証した。 
 

材料と方法材料と方法材料と方法材料と方法  
 
クック諸島の島嶼持続可能性連合－ISACI と日本の化学物質問題市民研究会－CACP は

IPEN により開発されたプロトコール(2011)を使用して、人の毛髪のサンプリングを実

施した。クック諸島の首都ラロトンガ島のアバナ港で 9 人の毛髪サンプルが、また日本の

首都東京地域で 19 人の毛髪サンプルが、この調査のために収集された。生物多様性研究所

（BRI）は、米国メーン州ゴーハムの試験所で毛髪中の水銀レベル（総水銀量=THg）を測定

した。ISACI と化学物質問題市民研究会はまた、この調査に協力したボランティアの

年令、食事、職業及びその他の情報についての調査を実施した。 
 
結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察 
 
この調査は、メチル水銀への主要な曝露経路として知られる魚を主要な食物とする太平洋

地域の文化(IOMC 2008)に焦点をあてた（IOMC 200）。 
  
表 1 は、魚及び/又は海産物が食事の主要な要素である東京（日本）とラロトンガ（クック

諸島）の人の毛髪中の水銀レベルを示している。この調査のために選定された全てのボラン

ティアは少なくとも週に 1 回は魚を食べるが、彼らのほとんどは週に 2～3 回、あるいはそ
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れ以上食べている。実際、日本のボランティアの 84％と、クック諸島のグループの 89％が

週に複数回、魚の食事を食べている。彼等の約 60％が非常に頻繁にマグロを食べている。 
 
表 1：東京（日本）とラロトンガ（クック諸島）の毛髪サンプル中の水銀含有量 

 サンプサンプサンプサンプ

ル数ル数ル数ル数 
水銀水銀水銀水銀 

平均値平均値平均値平均値 
(ppm) 

標準標準標準標準 
偏差偏差偏差偏差 

水銀水銀水銀水銀 
最低値最低値最低値最低値 
(ppm) 

水銀水銀水銀水銀 
最高値最高値最高値最高値 
(ppm) 

参照用量参照用量参照用量参照用量 
(ppm)a 

参照用量を参照用量を参照用量を参照用量を

超える割合超える割合超える割合超える割合 
 
 

東京（日本） 19 2.739 1.923 0.523 8.537 1.00 95% 
ラロトンガ 
（クック諸島） 

9 3.290 1.371 0.935 4.996 1.00 89% 

ww: 湿重量（wet weight） 

 
表 1 は、日本の人の毛髪サンプルの 95％が、そしてクック諸島のサンプルの 89％が米

EPA の水銀参照用量を超えていた。その結果は、日本の毛髪サンプル中の平均水銀レベルは、

米 EPA の参照用量の 1ppm より 2.7 倍高い。クック諸島のボランティアでは、平均水銀レ

ベルは、参照用量よりほとんど 3.3 倍高かった。日本の最大水銀レベルは参照用量より 8,5
倍高く、クック諸島では最大水銀レベルは約 5 倍、参照用量より高かった。実際、両方のグ

ループともそれぞれ 1 サンプルだけが米 EPA の参照用量 1ppm より低かった。この調査に

おける毛髪の水銀のレベルは、Yasutake, Matsumoto et al. (2003)による日本の集団につい

ての調査の男性 2.55 ppm 及び女性 1.43 ppm より高かった。今回の調査は少人数のグルー

プについて行なったということに留意すべきである。 
 

Airey (1983) は、魚を摂食する人々に関する過去の調査を見直し、毎月 1～4 回魚を食べる

人々の算術平均水銀濃度は；オーストラリア、2.5 ppm; カナダ、1.2 ppm; 中国、 0.9 ppm; 
西ドイツ、0.5 ppm; 香港、3.0 ppm; I イタリア、1.5 ppm; 日本 3.9 ppm; モナコ、1.7 ppm; 
ニュージランド、1.3 ppm; パプアニューギニア、1.8 ppm; 南アフリカ、9 ppm; イギリス、

1.6 ppm; アメリカ、2.4 ppm であると示唆した。その相違は、食事と環境によるためである

と信じられている。平均毛髪濃度は月に 1 回又はそれ以下の魚の摂食（1.4 ppm）、週に 1
回の摂食（1.9 ppm）、及び 1 日に 1 回又はそれ以上の摂食（11.6 ppm）するグループによ

り著しく異なった。この調査における毛髪中の水銀濃度は、週に 1 回魚を食べる人々につい

て Airey が示唆したものより高い。 
 

Abe, Ohtuka et al.は、米国のマレー湖で魚を食べる 134 人、及びパプアニューギニアのス

トリックランド高地の魚を食べない 13 人の毛髪中の水銀濃度を測定した。マレー湖の調査

対象者らの毛髪水銀レベル（平均 21.9 ppm、範囲 3.7～71.9 ppm）は、トリックランド高地

の調査対象者の毛髪水銀レベル（平均 0.75 ppm）に比べて著しく高かった（Abe, Ohtsuka 
et al. 1995）。今回の調査での毛髪中の水銀レベルは、魚を食べないプアニューギニアのグ

ループの水銀レベルより高いが、そこで魚を食べる人々のレベルよりは低かった。 
 
毛髪中の高い水銀レベルは また、ヨーロッパの諸島（Renzoni, Zino et al. 1998）及びカリ

ブ海のビエケス島で観察されたが、Ortiz-Roque and Lopez-Rivera (2004)は、“は、“は、“は、“ビエケス島の

妊娠可能年令の女性は発達中の胎児にとって安全ではない水銀濃度に曝露していると、結論

付けた”。ビエケス島のグループの平均水銀濃度は 4.4 ppm であり、その範囲は 0.5～8.9 
ppm であった。 

                                                           
a U.S. EPA’s RfD is associated with a blood mercury concentration of 4-5 µg/L and a hair mercury concentration 
of approximately 1µg/g.” US EPA (1997). Mercury study report to Congress, Volume IV, An assessment of 
exposure to mercury in the United States. EPA-452/R-97-006: 293. 
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今回の調査の結果は、魚を食べる集団の毛髪中の高い水銀レベルを示す他の調査とよく一

致するものである。また、食物として魚に依存する島の多くの集団が、水銀汚染源からはる

かに離れているのに、高いレベルの水銀に曝露していることは注目に価する。 

 

魚を摂取するコミュニティと水銀条約魚を摂取するコミュニティと水銀条約魚を摂取するコミュニティと水銀条約魚を摂取するコミュニティと水銀条約    

 
日本とクック諸島で魚を食べるボランティアの毛髪中の高い水銀レベルは、食事で多くの

魚を食べる様々な国で様々な文化をもつ人々を十分に安全にするために、水銀条約はどのよ

うにして水銀汚染をなくすことを義務付けるかという点に疑問を提起する。 
 
クック諸島やその他の太平洋諸島の国のような小島嶼開発途上国は、主要な蛋白源として

魚に依存している。したがって、人間の健康と海洋環境に及ぼす影響を回避するために、絶

え間ない水銀の海洋汚染を防ぐことは必須である。条約中で水銀汚染の健康面を評価するこ

とに目を向けることは、食事の主要な要素として魚に依存する小島嶼開発途上国や他の多く

の島や海岸に住む集団にとって非常に重要である。しかし、現在提案されている水銀条約案

の健康面に関するテキストは何も合意されていない。 
 
石炭火力発電所は水銀の単一大気排出源として最大である。しかし、多くの諸国は、多く

の新たな火力発電所の建設など国家の発電能力を急速に拡大している。条約が提案する条項

は、操業中の火力発電所の数を減らすようにも、またその増加を抑制するようにも見えない。

さらには、石炭火力発電所に関する水銀管理は、この分野の急速な成長の結果として生じる

新たな水銀排出を相殺するのに十分な規模で、個々の発電所からの水銀排出を削減するよう

には見えない。 
 

ASGM からの水銀排出は世界の水銀汚染の二番目の最大排出源である（Pirrone, Cinnirella 
et al. 2010）。現状の条約テキストは、もしある国が自国の ASGM は、“重要でないとは言

えない（more than insignificant）”と認めた場合には ASGM に対応することを求めるが、

“重要”であることを決定するためのガイドラインはない。さらに、現状のテキストは、

ASGM で使用するために、国が無期限にそして無制限に水銀を輸入することを許している。

そして汚染された ASGM サイトの特定又は浄化を義務付けていない。  
 
石炭火力発電所と ASGM の組み合わせからの世界の水銀排出の予測される増加を考慮すれ

ば、これらは条約の規定の結果として得られるかもしれない他の排出源からの水銀排出減少

よりも大きいように見える。このことは世界の水銀汚染は、新たな水銀条約が発効した後で

も増加し続けるであろうことを意味している。 
 

Sunderland と Mason (2007)は、もし人間活動に由来する水銀放出が現在のレベルで続く

なら、海の水銀汚染濃度は増加するであろうと示唆した。海は大気からの水銀堆積だけでな

く、河川からの堆積物中に存在する水銀にも汚染されるので、現状の水銀条約テキストが陸

及び水への水銀放出にどのように対応するのかを見ることが重要である。現状の提案されて

いるテキストは、陸及び水への放出を管理するためにいくつかの曖昧なオプションを提案し

ているが、利用可能な最良の技術（BAT）が求められるべきかどうかについての合意はなく、

既存の排出源は新規の排出源と異なる扱いがなされるべきかどうかについての合意もない。 
 
水銀を陸及び水に排出する水銀排出リストは 3 つのカエゴリーを含むが、水銀の水汚染の

源である歯科医院のアマルガム分離装置を求めていた以前の提案を含んでいない。さらに、

大規模金属採鉱は排出源の目録になく、条約テキストは副産物として水銀を意図的に製造す
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る施設だけを制限しているように見え、非意図的な副産物として水銀を生成するはるかに数

の多い施設は含めていない（UNEP (DTIE) 2012)。 
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